
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年３月17日

【四半期会計期間】 第70期第２四半期（自　平成28年11月１日　至　平成29年１月31日）

【会社名】 株式会社稲葉製作所

【英訳名】 INABA SEISAKUSHO Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　稲葉　明

【本店の所在の場所】 東京都大田区矢口２丁目５番25号

【電話番号】 ０３（３７５９）５１８１

【事務連絡者氏名】 執行役員　経理部長　武田　浩

【最寄りの連絡場所】 東京都大田区矢口２丁目５番25号

【電話番号】 ０３（３７５９）５１８１

【事務連絡者氏名】 執行役員　経理部長　武田　浩

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社稲葉製作所(E01451)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自平成27年８月１日
至平成28年１月31日

自平成28年８月１日
至平成29年１月31日

自平成27年８月１日
至平成28年７月31日

売上高 （千円） 15,146,235 14,826,446 31,699,930

経常利益 （千円） 939,514 188,853 2,224,016

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 573,944 103,052 1,424,620

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 540,956 157,018 1,238,705

純資産額 （千円） 36,840,278 37,273,588 37,327,298

総資産額 （千円） 50,312,948 49,496,367 51,574,886

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 32.68 5.87 81.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.2 75.3 72.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 453,179 698,018 2,101,915

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 3,431,287 △805,714 5,961,247

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △211,029 △211,723 △422,583

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 10,513,790 14,161,512 14,480,933

 

回次
第69期

第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年11月１日
至平成28年１月31日

自平成28年11月１日
至平成29年１月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.24 4.90

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、企業収益の底堅さや雇用環境の改善等の動きが見られるなど、

緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、新興国や資源国を中心とした景気減速による国内経済の下振れリ

スクや米国の新大統領就任の影響等から為替・株価が不安定になるなど、国内経済の先行きは不透明な状況が続き

ました。

このような経営環境のもと、当社グループは、高品質な製品づくりや各事業分野での販売拡大に努めるととも

に、用途提案による新たな鋼製物置市場の創出や富岡工場の本格稼働による生産体制の整備を進めてまいりまし

た。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

セグメントの名称

売上高（百万円） セグメント利益又は損失（△）（百万円）

前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間
増減

前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間
増減

鋼製物置 9,706 9,816 110 1,300 746 △554

オフィス家具 5,439 5,013 △426 33 △80 △114

合計 15,146 14,829 △316 1,334 665 △668

 

（鋼製物置）

鋼製物置事業におきましては、需要動向に影響を与える新設戸建住宅着工数が前年に比べて増加基調で推移した

ことなどから、売上は増加いたしました。イナバ倉庫とガレージの大型製品の売上は前年同期に比べ伸長し、小型

製品の売上は価格競争が激しかったことなどから前年同期に比べ減少いたしました。

業績につきましては、売上高は9,816百万円（前年同期比1.1％増）、セグメント利益は746百万円(前年同期比

42.6％減）となりました。

（オフィス家具）

オフィス家具事業におきましては、市場全体におけるオフィスの移転需要やリニューアル需要は堅調でありまし

たが、価格競争が依然として激しく、受注は厳しい状況で推移いたしました。また、前年同期に大口受注による売

上を計上していたことの反動も加わり、売上は減少いたしました。

業績につきましては、売上高は5,013百万円（前年同期比7.8％減）、セグメント損失は80百万円（前年同期は33

百万円のセグメント利益）となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は14,826百万円（前年同期比2.1％減）となりました。利益

につきましては、富岡工場の本格稼働及び第１四半期連結会計期間から稼働した新基幹システムに関連する経費等

の増加により、営業利益は95百万円（前年同期比88.7％減）、経常利益は188百万円（前年同期比79.9％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は103百万円（前年同期比82.0％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費747百万円、売上債権の減少額1,058百万円等による増加と、

たな卸資産の増加額427百万円、法人税等の支払額532百万円等による減少の結果、698百万円の獲得（前年同期比

244百万円の収入増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入1,000百万円等による増加と、有形固定資産

の取得による支出1,357百万円等による減少の結果、805百万円の支出（前年同期は3,431百万円の獲得）となりま

した。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額210百万円等の支出の結果、211百万円の支出（前年同期

は211百万円の支出）となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、128百万円であります。なお、当第

２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年３月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,922,429 17,922,429
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 17,922,429 17,922,429 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年11月１日～

平成29年１月31日
－ 17,922,429 － 1,132,048 － 763,500
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（６）【大株主の状況】

  平成29年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社イナバホールディングス 東京都大田区矢口２丁目５－25 3,569 19.9

株式会社共進 横浜市港北区綱島上町１－１Ｐ１００８号 1,963 11.0

稲葉　明 横浜市港北区 526 2.9

稲葉　茂 東京都世田谷区 498 2.8

秋本　千恵子 東京都大田区 475 2.7

瀬間　照次 東京都大田区 453 2.5

稲葉　進 横浜市港北区 448 2.5

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 411 2.3

稲葉製作所取引先持株会 東京都大田区矢口２丁目５－25 411 2.3

稲葉　常雄 東京都大田区 376 2.1

計 － 9,135 51.0

（注）株式会社イナバホールディングスは、当社代表取締役社長　稲葉　明の親族の財産保全会社であります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 309,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,608,800 176,088 －

単元未満株式 普通株式 3,929 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 17,922,429 － －

総株主の議決権 － 176,088 －

（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権４個）及び取締役を

対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式52,000株が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社稲葉製作所
東京都大田区矢口

２丁目５番25号
309,700 － 309,700 1.7

計 － 309,700 － 309,700 1.7

（注）上記のほか、取締役を対象とする株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式52,000株を四半期連結財務諸表

上、自己株式として処理しております。

EDINET提出書類

株式会社稲葉製作所(E01451)

四半期報告書

 6/20



２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年11月１日から平

成29年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年８月１日から平成29年１月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年７月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,480,933 12,661,512

受取手形及び売掛金 8,490,817 7,432,285

有価証券 － 1,500,000

商品及び製品 1,804,192 2,052,100

仕掛品 183,895 317,944

原材料及び貯蔵品 410,112 455,685

その他 660,321 463,463

貸倒引当金 △3,117 △2,689

流動資産合計 27,027,154 24,880,301

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,476,221 6,338,003

機械装置及び運搬具（純額） 3,465,238 3,379,660

土地 11,210,580 11,210,580

その他（純額） 730,227 674,719

有形固定資産合計 21,882,268 21,602,964

無形固定資産 181,292 504,397

投資その他の資産   

その他 2,484,170 2,508,703

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,484,170 2,508,703

固定資産合計 24,547,731 24,616,065

資産合計 51,574,886 49,496,367

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,602,147 7,269,517

未払法人税等 569,782 131,235

賞与引当金 282,405 287,342

その他 3,223,839 1,906,153

流動負債合計 11,678,174 9,594,249

固定負債   

役員退職慰労引当金 416,678 －

役員株式給付引当金 － 6,206

退職給付に係る負債 1,297,616 1,318,168

その他 855,119 1,304,155

固定負債合計 2,569,413 2,628,530

負債合計 14,247,588 12,222,779

 

EDINET提出書類

株式会社稲葉製作所(E01451)

四半期報告書

 9/20



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年７月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年１月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 987,847 1,013,770

利益剰余金 35,691,710 35,584,034

自己株式 △310,161 △336,083

株主資本合計 37,501,445 37,393,769

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 126,223 142,693

退職給付に係る調整累計額 △300,370 △262,875

その他の包括利益累計額合計 △174,146 △120,181

純資産合計 37,327,298 37,273,588

負債純資産合計 51,574,886 49,496,367
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年８月１日
　至　平成28年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年１月31日)

売上高 15,146,235 14,826,446

売上原価 10,920,442 11,145,768

売上総利益 4,225,792 3,680,677

販売費及び一般管理費 ※１ 3,378,541 ※１ 3,585,285

営業利益 847,251 95,391

営業外収益   

受取利息 7,789 3,672

受取配当金 3,419 2,987

作業くず売却益 25,027 37,571

電力販売収益 48,615 47,399

雑収入 37,856 28,445

営業外収益合計 122,708 120,076

営業外費用   

支払利息 419 435

電力販売費用 28,935 25,819

雑損失 1,090 359

営業外費用合計 30,445 26,614

経常利益 939,514 188,853

特別利益   

固定資産売却益 129 1,473

特別利益合計 129 1,473

特別損失   

減損損失 ※２ 41,138 ※２ 13,776

その他 387 978

特別損失合計 41,525 14,754

税金等調整前四半期純利益 898,118 175,572

法人税、住民税及び事業税 345,600 82,252

法人税等調整額 △21,425 △9,732

法人税等合計 324,174 72,519

四半期純利益 573,944 103,052

親会社株主に帰属する四半期純利益 573,944 103,052
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年８月１日
　至　平成28年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年１月31日)

四半期純利益 573,944 103,052

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △43,375 16,470

退職給付に係る調整額 10,388 37,495

その他の包括利益合計 △32,987 53,965

四半期包括利益 540,956 157,018

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 540,956 157,018
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年８月１日
　至　平成28年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 898,118 175,572

減価償却費 418,386 747,436

減損損失 41,138 13,776

貸倒引当金の増減額（△は減少） 200 △428

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,573 4,937

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 48,037 74,735

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △41,381 △416,678

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 6,206

受取利息及び受取配当金 △11,209 △6,659

売上債権の増減額（△は増加） △372,401 1,058,531

たな卸資産の増減額（△は増加） △82,096 △427,529

仕入債務の増減額（△は減少） 125,403 △332,629

長期未払金の増減額（△は減少） － 452,078

その他 △266,892 △133,832

小計 754,731 1,215,516

利息及び配当金の受取額 12,171 8,041

法人税等の支払額 △313,303 △532,261

法人税等の還付額 － 7,156

その他 △419 △435

営業活動によるキャッシュ・フロー 453,179 698,018

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,500,000 －

定期預金の払戻による収入 11,500,000 1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △1,442,528 △1,357,435

無形固定資産の取得による支出 △19,023 △440,488

保険積立金の積立による支出 △34,146 △8,724

その他 △73,014 933

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,431,287 △805,714

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △210,408 △210,419

その他 △621 △1,304

財務活動によるキャッシュ・フロー △211,029 △211,723

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,673,436 △319,420

現金及び現金同等物の期首残高 6,840,353 14,480,933

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 10,513,790 ※ 14,161,512
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

（役員退職慰労引当金制度の廃止）

当社は、平成28年７月期の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打切り支給（支給時期

は各役員の退任時）を決議しております。

これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打切り支給に伴う未払額452,078千円を長期未払金と

して固定負債の「その他」に含めて計上しております。

（取締役に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、当第２四半期連結会計期間より、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高める

ことを目的として、当社取締役（但し、社外取締役を除く）に対する、信託を活用した株式報酬制度を導入し

ております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

(1) 取引の概要

当社が指定する信託（以下、「本信託」という。）に金銭を信託し、本信託において当社普通株式

（以下、「当社株式」という。）の取得を行い、取締役に対して当社取締役会が定める株式交付規程に

従って付与されるポイント数に応じ、取締役が退任した場合に、当社株式及び当社株式を売却換金した

金銭が本信託を通じて交付されます。なお、本信託内の当社株式については、信託期間を通じ議決権を

行使しないものとしております。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額により純資産の部に自己株式として計上しており

ます。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間末において70,512千円、

52,000株であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年８月１日

　　至　平成28年１月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日

　　至　平成29年１月31日）

荷造運送費 662,831千円 775,750千円

従業員給与手当 868,235 899,108

賞与引当金繰入額 95,124 94,787

退職給付費用 52,600 49,477

役員退職慰労引当金繰入額 11,574 35,400

役員株式給付引当金繰入額 － 6,206

貸倒引当金繰入額 598 △428

 

※２　減損損失

以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年８月１日 至　平成28年１月31日）

場所 用途 種類 金額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産

機械装置及び運搬具 33,212千円

有形固定資産「その他」 7,926千円

  合計 41,138千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産等にグルーピングしております。こ

の内オフィス家具事業資産については、市況は回復したものの、引き続き価格競争が激しく、厳しい状況で推移して

いることから、当第２四半期連結累計期間において、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と

して特別損失に計上しております。なお、当資産グループの回収可能価額は、零として評価しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日 至　平成29年１月31日）

場所 用途 種類 金額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産

機械装置及び運搬具 2,520千円

有形固定資産「その他」 11,255千円

  合計 13,776千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産等にグルーピングしております。こ

の内オフィス家具事業資産については、市況は堅調であったものの、引き続き価格競争が激しく、厳しい状況で推移

していることから、当第２四半期連結累計期間において、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損

失として特別損失に計上しております。なお、当資産グループの回収可能価額は、零として評価しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年８月１日
至　平成28年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年１月31日）

現金及び預金勘定 12,813,832千円 12,661,512千円

有価証券勘定 4,199,957 1,500,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△6,500,000 － 

現金及び現金同等物 10,513,790 14,161,512 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年８月１日　至　平成28年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月23日

定時株主総会
普通株式 210,728 12 平成27年７月31日 平成27年10月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月15日

取締役会
普通株式 210,728 12 平成28年１月31日 平成28年４月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月20日

定時株主総会
普通株式 210,728 12 平成28年７月31日 平成28年10月21日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月16日

取締役会
普通株式 228,965 13 平成29年１月31日 平成29年４月７日 利益剰余金

（注）平成29年３月16日開催の取締役会決議による配当金の総額には、取締役を対象とする株式報酬制度に係る信託が

保有する当社株式に対する配当金676千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年８月１日　至　平成28年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,706,364 5,439,871 15,146,235 － 15,146,235

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 9,706,364 5,439,871 15,146,235 － 15,146,235

セグメント利益 1,300,766 33,797 1,334,563 △487,312 847,251

（注）１．セグメント利益の調整△487,312千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において41,138千円であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 鋼製物置 オフィス家具 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,813,095 5,013,350 14,826,446 － 14,826,446

セグメント間の内部売上高又

は振替高
3,313 － 3,313 △3,313 －

計 9,816,408 5,013,350 14,829,759 △3,313 14,826,446

セグメント利益又は損失（△） 746,267 △80,439 665,828 △570,436 95,391

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△3,313千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失（△）の調整額△570,436千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損

損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において13,776千円であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年８月１日
至　平成28年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32円68銭 5円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 573,944 103,052

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
573,944 103,052

普通株式の期中平均株式数（株） 17,560,724 17,560,724

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は当第２四半期連結会計期間より、取締役を対象とする信託を通じた株式報酬制度を導入し、当該信託

が保有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上しております。株主資本において自

己株式として計上されている当該信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は52,000株であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成29年３月16日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1) 中間配当による配当金の総額……………… 228,965千円

(2) １株当たりの金額…………………………… 13円00銭

(3) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…… 平成29年４月７日

(注) 平成29年１月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年３月17日

株式会社稲葉製作所

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野木　幹久　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 清本　雅哉　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社稲葉製

作所の平成28年８月１日から平成29年７月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年11月１日から平

成29年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年８月１日から平成29年１月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社稲葉製作所及び連結子会社の平成29年１月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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